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自己紹介：クロサカタツヤ 

株式会社 企（くわだて） 代表取締役 

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特任准教授 
 

【略歴】 

1999年慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修了。三菱総合研究所を経て、2008年に株式会社 
企（くわだて）を設立。通信・放送セクターの経営戦略や事業開発などのコンサルティングを行う
ほか、総務省、経済産業省、OECD（経済協力開発機構）などの政府委員を務め、政策立案を支援。
2016年からは慶應義塾大学大学院特任准教授を兼務。近著『5Gでビジネスはどう変わるのか』（日
経BP刊）。 
 

【主な役職等】 
- 総務省 電気通信事故検証会議（2022年～） 

- 総務省 デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会 小規模中継局等のブロードバンド等
による代替に関する作業チーム 構成員（2022年～） 

- 次世代NHKに関する専門小委員会（第二次）特別委員 （2022年～） 

- 公正取引委員会 デジタルスペシャルアドバイザー（2021年～） 

- 内閣官房デジタル市場競争本部 Trusted Web推進協議会委員／同TF座長（2020年～） 

- 総務省 ICTサービス安心・安全研究会 消費者保護ルールの検証に関するWG委員（2018年～） 

- IoT推進コンソーシアム データ流通促進WG 委員（2018年～） 

- インフォメーションバンクコンソーシアム 監事（2018年～） 

- 総務省 消費者保護ルール実施状況のモニタリング定期会合（2016年～） 

- IPA専門委員（人工知能）、等 
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自己紹介：株式会社 企（クワダテ） 
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企のExpertise 
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大きな命題：そもそもインターネットは「信じられる」のか？本当に？ 

出所：森下泰宏（JPNIC）「インターネットの基礎知識」Internet Week 99＠パシフィコ横浜 
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デジタルにおけるトラスト 

Source: Lampson, B. W.: Computer security in the real world, IEEE Computer, Vol. 37, No. 6, pp. 37‒46, (online) DOI:10.1109/MC.2004.17 (2004). 

              https://www.cs.cornell.edu/courses/cs513/2005fa/NL02.Lampson.pdf 
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Trusted WebにおけるTrust 

事実の確認をしない状態で、 

相手先が期待したとおりに振る舞うと信じる度合い 
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活動の概要 

出所 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/digitalmarket/trusted_web/pdf/trustedweb.pdf 
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出所 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/digitalmarket/trusted_web/pdf/trustedweb_gaiyou.pdf 



© 2022- Kuwadate, Inc. 9 
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出所 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/digitalmarket/trusted_web/pdf/trustedweb_gaiyou.pdf 
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「Trusted Webの実現に向けたユースケース実証事業」採択結果 

出所 https://www.nttdata-strategy.com/info/trusted_webR3_koubo/saitaku.html 

団体名 主たる事業者 事業名

Trusted Workplace Solution
by TTEC and CG

東芝テック株式会社 ワークプレイスの信頼できる電子化文書の流通システム

株式会社ORPHE -
下肢運動器疾患患者と医師、研究者間の信用できる歩行データ流通
システム

人材育成のためのTrustedな
学修情報流通システム開発
コンソーシアム

富士通Japan株式会社 人材育成のためのTrustedな学修情報流通システム

DataGateway PTE LTD - 分散型IDを活⽤した炭素排出量トレースシステム

SSI/FIDOコンソーシアム
国立大学法人
東京大学

学修歴等の本人管理による人材流動の促進

ヤンマーホールディングス
株式会社

- 機械製品サプライチェーンにおけるトレーサビリティ管理

株式会社DataSign - オンラインマーケティングにおけるパーソナルデータの流通
電通・ISID パブリックDX
コンソーシアム

株式会社 電通
中小法人・個人事業者を対象とする補助金・給付金の電子申請に
おける「本人確認・実在証明」の新しい仕組み

工業会証明書デジタル化
コンソーシアム

一般社団法人
情報サービス産業協会

法人税制と工業会証明書

ヘルスケア情報流通システム
開発コンソーシアム

シミック株式会社
臨床試験及び医療現場における信頼性及び応用可能性の高い情報
流通システム

アラクサラネットワークス
株式会社

-
Trusted Networkによる社会ITインフラの信頼性・強靭性向上の
実現

大日本印刷株式会社 -
共助アプリにおけるプラットフォームを超えたユーザートラストの
共有

メタバース×自己主権型ID
コンソーシアム

NRIデジタル株式会社 仮想現実空間におけるサービス利用資格と提供データのTrust検証
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Trusted Webとweb3は何が違うのか？ 

ソモソモ web3 ガ、ワカラナイ・・・ 

 

Web3 / web3 / Web3.0 / aka semantic web...? 
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今のところ私の腹に落ちかかっているweb3のアーキテクチャ 

Source: [Part 3: How] Understanding Web 3  -  A User Controlled Internet   https://etekisalp.com/part-3-how/ 



© 2022- Kuwadate, Inc. 23 

今のところ私の腹に落ちかかっているweb3のカオスマップ 

Source: Web 3.0 Infrastructure at a Glance https://medium.com/@davehafford/web-3-0-infrastructure-at-a-glance-5d84b76fbf80 

Layer 0: 

• Node Infrastructure 

• Decentralized Cloud 

Middleware: 

• Messaging / Cross Chain Interoperability 

• Oracles, Block Explorer, Off-chain data 

Development: 

• Smart Contract Development 

• Smart Contract Security 

Layer 1/2: 

• Zk Rollups, Optimistic Rollups 

• Sharding, Channels, Custodial Sidechains 

• EVM Compatible L1 Chains / Non-EVM’s  

Access:  

• DeFi, NFTs, ID/Access 
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たぶんweb3な人たちが話したいのはガバナンスのことではないか仮説 
留意すべき事項:  

• 分散（distributed）と分権・非中央集権的（decentralized）は異なる 

• 「分散であっても中央集権」という状態は成立する（例：ICANNによるドメイン名管理） 

• 「分権・非中央集権」であっても何らかのガバナンス体系（例：DAO）及びその技術実装が必要 
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しかしガバナンスの前に「技術の現実」に立脚すべきではないか 

ブロックチェーンという技術の信頼性・安定性：  

• 「ブロックチェーンはビットコイン（価値）から価値交換を切り離したもの」だとしたら、価値と分離した価値交換メカニ
ズムはアーキテクチャとして正常に駆動するか 

• PoWはエネルギー問題と正面から衝突するが、一方でPoSというProofの方法が異なる手段では、Proofという重要な営みの
価値や構造を変えてしまうのではないか 

 

分散システムの相互運用（interop）の現実： 

• インターネットという世界最大の分散システムの相互運用性は「努力と奇跡」で維持 

• インターネットのマントラである“Rough Consensus and Running Code”は、やや浮世離れしたほどに徹底されたマルチス
テークホルダーガバナンスが支えている 

• Web3/DAOは「浮世離れしたガバナンスの合意」が可能か（そもそもそれを求めているか） 

 

自由 vs 効率： 

• かつてインターネットは自由な空間だった（グローバルIPアドレスしかなかった時代）が、人類全体への普及（というス
ケール）のために、自由を一部制限して効率を目指した 

• Web3が求める自由は、インターネットが自由より効率を求めたことで獲得したスケールとは、異なる構造や規模のもの
（たとえば王国=Kingdom）ではないか 
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「技術の現実」の例：NFTに関する迷信とその先にある可能性 

出所：左  Fintech協会（スタートバーン）講演資料  
   右 日経XTECH「NFTの技術とその特性を知る、本当にデジタル権利の表明に使えるのか」 https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02132/080500004/ 

• NFTとは、`tokenURI`などの識別子によって外部のデ
ジタルデータを参照でき、特定のスマートコントラクト
下では代替不可能なトークン 
 
 
 
 
 
 

• NFTとデジタルデータがお互い一意に結びつき、1対1
対応であると断定するのは難しい 

- あるコミュニティの中でしか成立しないメカニズム 
- 逆に言えばコミュニティを構成するエンティティ

（ヒトとモノ）のKYC/eKYCが成立すれば、価値交
換メカニズムとしては機能しうる 

• NFTは本当に唯一無二を証明するのか…（答：しない） 
– 条件１：あるユニークな識別子がある（≒ユニークを担保する識別子の発行・運用の統治・機構・技術の体系が存在する） 
– 条件２：その識別子によって外部のデジタルデータを参照できる（≒一定の基準でKYC/eKYCが実現される） 
– 条件３：識別子が流通する機構に当事者の合意がある（≒特定のスマートコントラクト又は単なるコントラクトが成立） 

• 逆に言えば、それらの条件がすべて満たされていなければ、唯一無二（代替不可能）とは言えない 
– ある流通機構（コミュニティ）を構成するエンティティ（対象となるヒトとモノ）を特定するKYC/eKYCが必要 
– それが成立していれば、そのコミュニティの中においては唯一無二（代替不可能）な状態と言える ← 一定の用途あり 
– しかしデジタルデータ自体はもともと複製できるので、あるコミュニティで特定できても別のコミュニティの流通は防げない 
– コミュニティ間の相互運用性（≒ブロックチェーンの相互運用性）の担保はとても難しい 
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Trusted Webが実現したいこと 

• Trusted Webが目指すべき根源的価値は「トラストを担保する機能のインターネット・インフラへの実装」 

• その手法である「検証（Verify）できる領域の拡大」を実現する機能を「基本機能」として提供したい 

• “Don’t trust, Verify”ではなく”Trust, but Verify”の世界を作りたい 

• カギとなるのはデータモデルのアンバンドルとリバンドル（cf. SSIはTrusted Webによって「安定」する？） 
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